
～ごみの排出区分が「４分類」から「５分類」に～

【問い合わせ先】　　役場住民福祉課　電話：44 － 2113（直通）

■ 粗大ごみ処理券
　　・小型２００円　・中型５００円　・大型８００円

　　・町内の町指定ごみ袋販売店で今年 10 月から販売。

　令和元年 10 月１日から、積丹町に住民登録されている方のパスポートの申請及び交付は、余市町役場

でできるようになります。（原則、余市町役場以外ではできません。）

　※パスポートを必要とする時まで期間がないなどの特別な理由がある場合は、パスポートセンター等で

の申請・交付ができますので、下記にお問い合わせください。

　■申請の際には、申請書、写真、戸籍の証明書類と本人確認書類が必要となります。

　■申請前に書類を用意し、余市町役場で申請してください。

10 月から「粗大ごみ」の収集開始！！

令和元年 10 月１日から
パスポートの申請・交付は『余市町役場』で！！

　申請・交付場所：余市町役場　民生部町民福祉課戸籍住民グループ　電話：21-2120（直通）

　受付時間・申請：午前８時４５分～午後 4時３０分

　　　　　　　　　（午後４時３０分以降も受付できますが、翌日の申請取扱となる場合があります）

　　　　　　交付：午前８時４５分～午後５時００分

　　　　　　　　　（申請から交付まで２週間程度かかります）

【問い合わせ先】　　役場住民福祉課　電話：44 － 2113（直通）

　平成 19年４月から始まったごみの有料化により、現在、一般家庭から出される「粗大ご

み」は、解体や切断の処理をして、「燃やせるごみ」等の４分類に分別して排出・収集して

います。近年その「粗大ごみ」の処理が難しいとの声が高齢者や多くの町民の皆さんから

寄せられています。町では、12年ぶりに「粗大ごみ」の排出処理方法を変更するための町

条例改正案が、去る９月 25日の第３回町議会定例会で可決されました。

■ 粗大ごみの目安
　　・町指定の 40 リットルのごみ袋に入らないもの。

　　・一辺の最長が１メートル以上のもの。

　　・重量が 20 ㎏以上のもの。

■ 粗大ごみの収集日と注意点
　　戸別収集実施日：令和２年４月～ 10 月の最終金曜日に月１回実施。
　　　（ただし、令和元年の今年は、10 月から 11 月までの間に、３回収集します。）

　　※１．町指定の粗大ごみ処理券を貼り、玄関近くに出していただきます。

　　※２．収集は事前の申込順とし、収集量が超過した時点で締め切ります。

　　※３．当分の間は１世帯につき３点までとします。

■ ご協力を！
　　１．排出基準（品目）など詳しくは、９月 30 日付の回覧をご覧ください。

　　２．回覧の排出基準にないものは、「一辺の長さの最長」で小型、中型、大型を判断してください。

　新しい「粗大ごみ」の排出・収集制度は、

町民の皆さんが慣れるまで、様々な不便

や困難も予想されますが、円滑な制度の

移行にご理解とご協力をお願いします。
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北
後
志
消
防
組
合
積
丹
支
署

更
な
る
技
術
向
上
へ
日
々
訓
練
！
№
23

▲エレベーターの構造を学ぶ

　
エ
レ
ベ
ー
タ
で
の
救
出

　
方
法
を
学
ぶ

　

北
後
志
消
防
組
合
積
丹
支
署（
俵

谷
支
署
長
・
署
員
18
名
）
は
、
８

月
28
日
、
町
役
場
と
国
保
診
療
所

で
、
エ
レ
ベ
ー
タ
事
故
救
出
訓
練

を
実
施
し
ま
し
た
。

　

毎
年
８
月
に
行
わ
れ
る
エ
レ

ベ
ー
タ
点
検
に
合
わ
せ
、
三
菱
電

機
ビ
ル
テ
ク
ノ
サ
ー
ビ
ス
株
式
会

社
の
職
員
か
ら
エ
レ
ベ
ー
タ
の
基

本
的
な
構
造
な
ど
を
教
わ
り
、
文

化
セ
ン
タ
ー
と
国
保
診
療
所
の
エ

レ
ベ
ー
タ
を
使
用
し
て
訓
練
を
行

い
ま
し
た
。

　

訓
練
で
は
、
機
関
室
や
昇
降
路

の
見
学
、停
電
時
に
途
中
で
止
ま
っ

て
し
ま
っ
た
エ
レ
ベ
ー
タ
を
最
寄

り
の
階
へ
動
か
す
方
法
、
特
殊
な

器
具
を
使
用
し
、手
動
で
エ
レ
ベ
ー

タ
の
ド
ア
を
開
放
す
る
訓
練
を
行

い
ま
し
た
。

　

災
害
等
で
の
停
電
は
突
然
発
生

し
ま
す
。
ど
ん
な
事
故
に
も
対
応

し
、
町
民
の
皆
さ
ん
が
安
心
で
き

る
よ
う
、
訓
練
に
励
ん
で
い
ま
す
。

　
技
術
向
上
の
た
め
消
防
団
員

　
も
厳
し
い
訓
練
！

　

積
丹
消
防
団
（
今
井
諭
団
長
、

以
下
50
名
）
は
９
月
14
日
、
余
別

小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
教
育
訓
練

を
行
い
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
団
員
は
、
団
長
の
訓

辞
と
松
井
町
長
の
激
励
を
受
け
て
、

礼
式
や
水
防
工
法
訓
練
、
模
擬
火

災
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。

　

礼
式
訓
練
で
は
、
基
本
動
作
か

ら
部
隊
編
成
な
ど
を
行
い
、
水
防

工
法
訓
練
で
は
、
土
の
う
の
作
成

手
順
を
団
員
一
人
ひ
と
り
が
確
認

し
、
水
防
活
動
の
基
本
と
な
る
土

の
う
の
積
み
方
を
学
び
ま
し
た
。

　

後
半
に
は
、
模
擬
火
災
訓
練
も

行
わ
れ
、
各
分
団
の
消
防
車
両
で

火
災
発
生
現
場
に
到
着
す
る
と
こ

ろ
か
ら
訓
練
を
開
始
。
団
員
は
小

型
ポ
ン
プ
や
ホ
ー
ス
の
取
扱
い
、

そ
し
て
放
水
に
い
た
る
ま

で
を
再
確
認
す
る
厳
し
い

訓
練
に
汗
を
流
し
ま
し
た
。

 

住
民
体
験
型
イ
ベ
ン
ト

　
子
ど
も
た
ち
が
消
防
士

　
の
仕
事
を
体
験
！

　

９
月
９
日
の
「
救
急
の

日
」
に
合
わ
せ
、
今
年
も

９
月
８
日
に
、
同
支
署
前

で
住
民
体
験
型
の
「
消
防

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
を
開

催
し
、
多
く
の
人
で
賑
わ

い
ま
し
た
。

救
急
ブ
ー
ス
で
は
救
急
に
関
す
る

ク
イ
ズ
、
放
水
体
験
で
は
消
防
車

か
ら
出
る
水
の
圧
力
を
体
感
。ロ
ー

プ
渡
り
で
は
、安
全
帯
と
ヘ
ル
メ
ッ

ト
を
装
備
し
、
力
い
っ
ぱ
い
ロ
ー

プ
を
掴
み
、
渡
り
き
る
体
験
に
挑

戦
し
ま
し
た
。

　

そ
の
ほ
か
、
消
火
器
体
験
、
濃

煙
体
験
も
行
い
、
煙
の
怖
さ
を
体

験
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、「
消
防
戦
隊
シ
ャ
コ
レ
ン

ジ
ャ
ー
」
も
登
場
。
火
遊
び
を
す

る
悪
者
「
火
遊
び
マ
ン
」
が
心
肺

停
止
状
態
に
な
る
場
面
で
は
、シ
ャ

コ
レ
ン
ジ
ャ
ー
と
子
ど
も
た
ち
が

協
力
し
な
が
ら
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
と
心
肺

　

イ
ベ
ン
ト
で
は
、
消
防
資
器
材

等
を
展
示
し
た
展
示
ブ
ー
ス
や
、

蘇
生
法
を
実
践
し
、
火

遊
び
マ
ン
を
助
け
、
心

肺
蘇
生
法
な
ど
の
応
急

手
当
に
つ
い
て
学
び
ま

し
た
。

　

今
回
の
消
防
体
験
型

イ
ベ
ン
ト
は
、
町
民
の
消

防
活
動
へ
の
理
解
を
深

め
、
子
ど
も
た
ち
が
消

防
士
の
仕
事
や
災
害
の

怖
さ
を
学
ぶ
良
い
き
っ

か
け
と
な
り
ま
し
た
。

▲水防工法訓練

▲放水体験
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